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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
今年度，第２回目の県立図書館長講演会を開催します。

○講 師 県立図書館長 原口 泉
○演 題 落人たちの近世 ～島津義弘・真田幸村～
○日 時 平成27年12月13日(日)午後１時30分～午後３時25分(午後１時から受付)
○場 所 県立図書館１階 大研修室
○申込方法 電話，ＦＡＸ又は，直接カウンターへお申し込みください。

(参加申込書は県立図書館ホームページからダウンロードできます。また，
県立図書館内カウンターにも準備してあります。)
※ 定員180名に達し次第締め切ります。

○問合せ先 資料課 TEL：099-224-9515 FAX:099-224-5824

ホットの２
「おはなしのじかん冬のスペシャル」を開催します。読み聞かせ，わらべ

うた，指遊びなどの楽しいおはなし会です。
当日は，たくさんの皆様の御来場をお待ちしています。

○日 時 12月19日(土)午後２時～午後３時10分(午後１時から受付)
○場 所 県立図書館１階 大研修室
○申込方法 事前の申し込みは必要ありません。当日，直接会場にお越し

ください。
○問合せ先 奉仕課 TEL：099-224-9513 FAX:099-224-5824

ホットの３
○ 平成27年11月18日（水）は，鹿児島県図書館大会のため休館します。
○ 平成27年11月25日（水）から12月１日（火）まで，特別整理（所蔵資料の点検整理等）のため休館しま
す（なお，11月24日（火）は定例休館日です。）。
・ 11月３日（火）から11月23日（月）までは，一般閲覧室・児童文化室それぞれ10冊まで借りることが
できます。

・ 11月３日（火）から11月10日（火）までの期間に借りた本の返却期限は，12月２日（水）です。
・ 休館中の返却は，ブックポストを御利用ください（ブックポストは，県立図書館正面入口，県立図書
館学習室入口，県庁１階ロビーに設置してあります。）。

《一般書》１１月１７日（火） 《児童書》１１月２３日（月）

○『薬で読み解く江戸の事件史』山崎光夫/著 東洋経済新報社

○『広岡浅子 逆境に負けない言葉』坂本優二/著 イースト・プレス

○『鯨分限』伊東潤/著 光文社

○『ネコの看取りガイド』服部幸/監修 エクスナレッジ

○『教師の心が折れるとき 教師のメンタルヘルス実態と予防・対処法』

井上麻紀/著 大月書店

○『おふくさん』 服部美法/ぶん･え 大日本図書

○『ひだまりもりのわくわくがっこう』権田章江/作・絵 教育画劇

○『ゴリラが胸をたたくわけ』山極寿一/文 阿部知暁/絵 福音館書店

○『岬のマヨイガ』 柏葉幸子/著 講談社

○『10代からの心理学図鑑』マーカス・ウィークス/著

渡辺滋人/訳 三省堂

長野県ＪＲ上田駅前の真田幸村の銅像

ＪＲ伊集院駅前の島津義弘の銅像

昨年度のスペシャルの様子
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○企画展示 12月５日（土）～１月20日（水）

「宝本エピソード展」

県民の皆様から御応募いただいた

「宝本」のエピソードを，県立図書

館所蔵の図書とともに展示します。

学校での取組についても紹介します。

○児童文化室ミニ展示

12月２日（水）～12月22日（火）

「みんなの宝本をひらくと･･･」

みんなの宝本を紹介します。

○一般閲覧室ミニ展示 12月２日(水)～１月５日(火)

「本屋大賞 歴代ランキング」

近年注目されている「本屋大賞」。

その受賞作や候補作を紹介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

*ヒント* ※ 児童文化室は19時まで

草やはっぱなどのいろだよ！ 日曜日・祝日（ ）: ９時～17時
くさ

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

※ 12月19日(土)は「おはなしのじかん冬のスペシャル」

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日

（11月17日,12月２日,12月18日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（11月23日）。

『あおくんと きいろちゃん』
レオ・レオーニ/作 藤田圭雄/絵（至光社）
からのクイズです。

あおくんときいろちゃんはきんじょにすん
でいて，とてもなかよしです。
あるひ，あおくんはきいろちゃんをさがして
いました。まちかどであおくんときいろちゃ
んがばったりであい，いっしょにべつのいろ
になりました。そのいろはなにいろかな？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，１２月１５日（火）までに入れてください。正
はこ がつ にち か い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを差
かいしや ちゆうせん にん さ

し上げます。
あ

前回の答えは「ケンムン」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

先日，利用者の方に「２歳の孫におすすめの本は

ありますか？」と尋ねられたので，「にじいろの

本」を紹介しました。「にじいろの本」とは，県立

図書館の職員が選んだ，大人になるまでに読んでも

らいたい本（155点）のことです。空に架かるにじ

のように子どもから大人への健やかな成長の架け橋

になってほしいという願いが込められています。

その方は，にじいろの本のコーナーで一冊の本を

見つけると，「娘が２歳の頃，よく読んでいた本で

す。テンポが良くて，親子で指を指しながら楽しん

でいました。」と懐かしそうに話され，「孫も喜ん

でくれるかしら。」と借りて帰られました。

子どもとの対話を思い出し，孫との対話を楽しみ

に手に取った一冊の本が，三世代をつなぐ「宝本」

（絆を深め，感動を味わい，自分を見つめる大切な

一冊）になればと願っています。

今回紹介していただいた宝本は，マーガレット・ワイズ・ブラウン 著の『たい
せつなこと』（フレーベル館）です。
これは，私が小さかった時に，父が買ってくれた本です。１ページめを開くと，

とても不思議な気持ちになり，どんどんページを開きながら読んでいきました。
私が一番好きなページは，大きな字で「あなたにとって大切なのは，あなたが

あなたであること」と書いてあるページです。なるほどと思い，５年生になった
今でも好きな１冊です。

【宝本認定スタンプ】


